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研究成果概要 
飛翔体を用いた宇宙線の直接観測は、加速・伝播機構の解明に不可欠であり、1950年代か

ら気球や人工衛星を用いて行われてきた。しかし、粒子弁別やエネルギー分解能にすぐれた

大型検出装置による長期間観測の実施が困難で、高精度な観測結果を得る事ができない状況

であった。2000年以降になって、南極周回気球や国際宇宙ステーションに搭載可能な高性能

な装置が開発されて、これまでとは比較にならない高精度なデータが得られるようになっ

た。その結果、特に10GeV以上の高エネルギ—領域において、陽電子比の“増大”や電子・陽

電子の“過剰”、陽子とヘリウムスペクトルの“硬化“など、新たな加速源や伝播機構の存

在を示唆する観測結果が報告されている。	 

	 

	 	 我々は、シンチファイバーを用いた高精度なイメージングカロリメータの開発に成功し、

南極周回気球による長時間観測(PPB-BETS)を実現した。これらの成果により、宇宙研究開発

機構(JAXA)により、国際宇宙ステーション「きぼう」曝露部におけるCALETプロジェクトが

承認され、2014年度の打ち上げを目指して装置開発が実施されている。CALETでは、5年間の

観測でTeV領域の電子を1000イベント以上観測が可能で、近傍ソースの検出と暗黒物質の探

索、宇宙線加速・伝播機構の解明を主要なミッションとしている。	 



	 	 これまでに、CALETの熱構造モデルと前置回路BBM(一部)で構成した搭載機器と同構造な

プロトタイプを用いた電子・陽子ビーム照射実験と電荷測定器（CHD）単体での重原子核

のビーム照射実験をCERN-SPSにおいて実施した。平成25年度には、これらのビーム実験に

よってシミュレーション計算を最適化するとともに、実機を再現する精緻なCALET構造モ

デルを取り入れて、高精度な性能検証を実施した［１］。さらに、軌道上運用におけるキ

ャリブレーション方法の検討［２］、及び早大で実施する軌道上データ管制システム(図

１)のためのクイックルック及びデータ解析用ソフトの開発を実施している［３］。これ

と並行して、CALETフライトモデルの性能検証を実施するために必要な大強度レーザシス

テムの開発・製作を実施し、フライトモデルのend-to-end試験を実施している［４］。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図１：CALETの軌道上データ転送システム	 
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